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Headlines

・情報研の技術シーズ『三次元計測とデータ処理技術』

・喫茶接客学習支援ツールのiPad版を公開しました

・ロボット技術講演会を開催しました

情報研の技術シーズ『三次元計測とデータ処理技術』
建築時の図面が残っていないような住宅の改修工事において、設計データ

作成のため、現況建物を人手による詳細な測定をしており、多大な手間と

時間を要しています。このため、高速、簡便、かつ安価な測定システムを

作りたいという県内企業様からのニーズがありました。そこで、新たな三

次元レーザスキャナを開発すると共に、複数地点で計測した三次元データ

を統合するソフトウェアを開発しました。

　建設当時の設計図が保存されておらず、施工し

た建築士等の技術者が関わらない住居のリフォー

ムでは「開けてみなければ分からない」場当たり

的な対応が迫られるものが多くみられます。安心・

安全で、手戻りのないリフォームを行うためには、

壁や床などの隠ぺい部分の柱、梁の構造材の大き

さや位置などを調査し、図面化した上で改修計画

を立てることが求められています。しかし、建物

内部の現況や図面の作成には、多大な調査・作図

工数を必要とし、さらに天井裏や床下を安全かつ

正確に測定することは困難を伴います。また、調

査者による測定のばらつきや、一度に測定できな

いため何度も現場に赴く必要があるなど、多くの

課題があります。

　そこで、建物内部を非接触で、高速（約 3 万点

／秒）かつ高精度に測定（計測距離 30m 程度）し、

三次元データを取得することが可能な安価な三次

元レーザスキャナを、有限会社アーキ・キューブ

( 岐阜市 ) と共同で開発しました。

　開発した三次元レーザスキャナは、北陽電機

( 株 ) 製レンジセンサ ”UTM-30LX”とサスティ

ナブルロボティックス社製高精度パンチルトユ

ニット雲台 ”PTU-E46-70”で構成しています。

　この装置を使うと、全視野（測定範囲 30m）

の三次元データを 5 分程度で計測することができ

ます。高精度パンチルトユニット雲台は 0.003

度刻みで -160 度から +160 度まで水平方向に

回転し、この雲台にレンジセンサを取り付けるこ

とで、全方位の 3 次元計測を自動的に行っていま

す。

　また室内空間の配置によっては、一か所の計測

で住居全てが計測できるとは限りません。実際は、

柱や梁、建具等で隠れて計測できない部分があり

ます。そのため、複数地点で計測し、三次元デー

タを統合することが必要となります。通常は、マー

カを現場に置いて同時に計測することで、三次元

データ同士の位置合わせを行いますが、精度良く

位置合わせをするにはマーカ数を増やし、均一に

マーカを配置するなどの工夫が必要となり、手間

がかかってしまいます。

物陰を残さないようにす

るために、地点を変えて

複数箇所で計測して、

データを統合します。
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